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●
六
〇
〇
年
間
栄
え
た
朝
鮮
半
島

の
都

　

ソ
ウ
ル
―
ほ
か
の
漢
字
圏
諸
国
と
同

様
に
韓
国
に
お
い
て
も
地
名
は
漢
字
二

～
三
字
の
佳
字
を
選
ん
で
書
き
表
さ
れ

る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、「
ソ
ウ
ル
」

は
そ
の
例
外
で
、
ハ
ン
グ
ル
で
表
記
す

る
。
そ
の
語
源
は
新
羅
語
で
都
の
意
味

を
持
つ
「
ソ
ラ
ボ
ル
」
と
の
説
が
有
力

で
、
現
在
で
も
ソ
ウ
ル
は
普
通
名
詞
の

「
都
」
を
意
味
す
る
。

　

ソ
ウ
ル
は
、
現
在
の
韓
国
の
首
都
で

あ
る
が
、
そ
の
朝
鮮
半
島
の
首
都
と
し

て
の
歴
史
は
六
〇
〇
年
以
上
に
も
わ
た

る
。

　

李
氏
朝
鮮
の
太
祖
・
李
成
桂
の
即
位

後
ほ
ど
な
い
一
三
九
四
年
一
〇
月
、
首

都
が
開
城
（
現
在
の
北
朝
鮮
・
黄
海
北

道
）
か
ら
当
時
南
京
あ
る
い
は
漢
陽
府

と
呼
ば
れ
て
い
た
今
の
ソ
ウ
ル
の
地
に

移
さ
れ
、
漢
城
府
と
改
称
さ
れ
た
。
李

成
桂
が
遷
都
を
決
意
し
た
の
は
、
旧
王

朝
の
影
響
が
強
く
残
っ
て
い
た
開
城
か

　

ソ
ウ
ル

―
六
〇
〇
年
の
歴
史
と
江
南
へ
の
発
展
―

奥
田 

聡

ら
の
脱
出
を
図
っ
て
新
王
朝
の
威
光
を

高
め
る
た
め
で
あ
り
、
南
方
が
開
け
そ

の
他
三
方
が
山
に
囲
ま
れ
る
ソ
ウ
ル
の

旧
王
宮
付
近
の
地
形
を
風
水
地
理
的
に

好
ま
し
い
と
し
た
国
師
（
最
高
位
の
僧

侶
）
無
学
の
勧
め
に
よ
り
都
邑
と
し
て

選
定
さ
れ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
以
後
も
ソ
ウ
ル
は
李
氏
朝
鮮
、

旧
大
韓
帝
国
の
首
都
で
あ
り
続
け
た
。

こ
の
頃
、「
ソ
ウ
ル
」
は
主
と
し
て
口

語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
文
献

上
は
漢
江
沿
岸
の
都
市
の
意
で
あ
る
漢

城
を
主
と
し
、
京
府
、
京
城
、
京
都
、

京
師
な
ど
の
表
記
も
用
い
ら
れ
た
。

　

一
九
一
〇
年
か
ら
四
五
年
ま
で
続
い

た
日
本
統
治
時
代
に
は
朝
鮮
総
督
府
が

置
か
れ
、
植
民
地
朝
鮮
の
中
心
都
市
と

し
て
機
能
し
た
。
こ
の
頃
は
京
城
の
呼

称
が
使
わ
れ
た
が
、
日
本
の
統
治
終
了

後
の
米
軍
政
下
、
一
九
四
六
年
八
月
に

京
城
府
が
ソ
ウ
ル
市
と
改
称
さ
れ
、
ソ

ウ
ル
の
名
が
こ
こ
に
正
式
に
登
場
し
た

の
で
あ
っ
た
。

●
朝
鮮
人
の
手
で
始
め
ら
れ
た
ソ

ウ
ル
改
造
計
画

　

李
氏
朝
鮮
時
代
の
ソ
ウ
ル
は
今
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
コ
ン
パ
ク
ト
な

都
市
で
あ
っ
た
。
当
時
の
市
域
は
李
成

桂
が
外
敵
侵
入
の
防
止
を
目
的
と
し
て

築
い
た
全
長
一
七
キ
ロ
の
ソ
ウ
ル
城
郭

の
内
部
（
都
城
）
と
、
城
壁
か
ら
約
四

キ
ロ
の
領
域
（
城
底
十
里
）
に
限
ら
れ

て
い
た
。

　

開
都
期
の
人
口
は
一
〇
万
人
程
度

だ
っ
た
。
そ
の
後
一
六
世
紀
末
か
ら
一

七
世
紀
に
か
け
て
の
文
禄
・
慶
長
の
乱

（
壬
申
倭
乱
）、
丙
子
胡
乱
（
清
の
侵
入
、

一
六
三
六
～
三
七
年
）
と
相
次
い
だ
戦

乱
で
荒
廃
し
、
そ
の
復
興
は
一
九
世
紀

に
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
と
い
う
。
李
氏
朝

鮮
末
期
の
日
清
戦
争
の
頃
に
は
人
口
が

二
〇
万
人
程
度
に
増
え
た
が
、
こ
れ
が

狭
い
都
城
内
に
ひ
し
め
き
衛
生
状
態
の

悪
化
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
が
当
時
の

外
国
人
の
旅
行
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る

（
宮
本
外
務
大
丞
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
な
ど
に
よ
る
記
録
）。

　

形
状
し
難
い
惨
状
を
呈
し
て
い
た
府

内
の
状
況
は
、
日
清
戦
争
後
の
一
八
九

六
年
に
漢
城
判
尹
（
ソ
ウ
ル
市
長
に
相

当
）
に
就
任
し
た
李
采
淵
が
断
行
し
た

都
市
改
造
に
よ
り
大
き
く
改
善
さ
れ
る
。

　

在
米
朝
鮮
公
使
館
の
通
訳
官
で
あ
っ

た
李
は
、
滞
米
時
に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
市

政
運
営
を
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
ソ

ウ
ル
の
主
要
路
上
を
埋
め
尽
く
し
て
い

た
不
法
構
築
物
の
撤
去
と
道
路
拡
幅
、

現
在
の
市
庁
前
広
場
か
ら
放
射
状
に
延

び
る
幹
線
道
路
の
新
設
、
路
面
電
車
お

よ
び
鉄
道
の
導
入
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
推
進
し
た
ほ
か
、
パ
ゴ
ダ
公

園
な
ど
公
園
整
備
、
水
道
、
電
気
な
ど

の
生
活
イ
ン
フ
ラ
建
設
な
ど
、
首
都
に

ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
各

種
事
業
を
次
々
に
立
ち
上
げ
た
の
で

あ
っ
た
。
効
果
は
程
な
く
現
れ
、
府
内

の
交
通
・
居
住
環
境
は
大
き
く
改
善
さ

れ
始
め
た
。

●
日
本
統
治
期
の
本
格
的
な
膨
張

　

ソ
ウ
ル
の
都
市
近
代
化
は
朝
鮮
総
督

府
に
引
き
継
が
れ
、
農
村
か
ら
の
人
口

流
入
や
新
た
に
支
配
層
と
な
っ
た
日
本

人
の
移
住
も
あ
っ
て
ソ
ウ
ル
は
本
格
的

な
膨
張
の
時
代
を
迎
え
る
。
一
九
二
五

年
に
は
人
口
が
三
四
万
人
と
な
り
、
日

本
の
植
民
地
支
配
が
終
了
し
た
四
五
年

■特 ■集
朝鮮半島の都市
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に
は
九
〇
万
人
と
、
急
速
な
増
加
が
み

ら
れ
た
。

　

こ
の
間
、
ソ
ウ
ル
の
都
市
計
画
上
い

く
つ
か
の
重
要
な
改
編
が
行
わ
れ
た
。

一
九
三
六
年
に
は
隣
接
の
郡
の
一
部
地

域
が
京
城
府
に
編
入
さ
れ
、
府
域
は
従

前
の
四
倍
と
な
る
一
三
四
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
拡
張
し
た
。
江
北
（
漢
江

以
北
）
で
は
高
陽
郡
の
一
部
が
新
た
に

編
入
さ
れ
て
府
域
は
西
側
に
延
び
た
ほ

か
、
こ
の
時
初
め
て
府
域
が
漢
江
の
南

側（
江
南
）
に
伸
び
た
。こ
の
際
に
は
始

興
郡
と
金
浦
郡
の
一
部
が
京
城
府
に
編

入
さ
れ
て
お
り
、
府
域
は
京
釜
本
線
に

沿
っ
て
永
登
浦
方
面
に
延
び
た
。

　

江
北
の
旧
市
街
所
在
の
日
本
人
居
住

地
に
は
古
く
か
ら
「
町
」
の
付
く
地
名

が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
明
洞
聖
堂
が
位

置
し
、
現
在
は
衣
料
品
店
や
飲
食
店
が

立
ち
並
ぶ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
明
洞
は
、

当
時
明
治
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
旧
市

街
地
を
見
下
ろ
す
南
山
北
麓
に
は
総
督

官
邸
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
周
囲
に
広

が
っ
て
い
た
日
本
人
居
住
地
に
は
日
之

出
町
、
大
和
町
、
南
山
町
な
ど
の
地
名

が
み
ら
れ
た
。
一
方
、
朝
鮮
人
居
住
区

に
は
引
き
続
き
◯
◯
洞
と
い
う
地
名
が

使
わ
れ
、
市
内
に
は
町
・
洞
が
混
在
す

る
状
況
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
市

域
拡
張
の
際
、
編
入
地
域
に
「
町
」
の

名
称
が
つ
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
一
九
四
三
年
に

は
人
口
増
加
に
と
も

な
っ
て
東
京
・
大
阪
・
京

都
な
ど
と
同
様
の
区
制

が
導
入
さ
れ
、
現
在
の
二

五
区
制
の
基
礎
と
な
る

八
区
制
が
四
四
年
ま
で

に
完
成
し
た
。
こ
の
時
成

立
し
た
の
は
、
鍾
路
、
中
、

西
大
門
、
東
大
門
、
竜
山
、

麻
浦
、
城
東
な
ど
江
北
の

区
で
あ
っ
た
が
、
江
南
に

も
永
登
浦
区
が
置
か
れ

た
。

● 

「
ソ
ウ
ル
」
誕
生
と
更
な
る
拡
大

　

解
放
後
、
日
本
風
地
名
が
一
掃
さ
れ

る
の
は
早
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
一

九
四
六
年
八
月
に
京
城
府
が
廃
止
さ
れ

て
ソ
ウ
ル
市
と
な
る
と
、
同
年
一
〇
月

に
は
「
町
」
は
「
洞
」
に
戻
さ
れ
て
地

名
の
韓
国
化
が
進
ん
だ
。
日
本
風
の
固

有
名
詞
も
こ
の
際
に
大
幅
に
改
変
さ
れ

て
、
現
在
の
地
名
の
原
型
が
ほ
ぼ
出
来

上
が
っ
た
。

　

日
本
の
敗
戦
に
と
も
な
い
、
韓
国
に

住
ん
で
い
た
日
本
人
は
引
き
揚
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
勢
い

で
日
本
、
旧
満
州
、
お
よ
び
三
八
度
線

以
北
か
ら
の
帰
国
者
が
ソ
ウ
ル
に
流
入

し
て
き
た
。
朝
鮮
戦
争
前
の
一
九
四
九

年
に
は
江
北
の
高
陽
郡
、
江
南
の
始
興

郡
の
一
部
が
編
入
さ
れ
て
二
六
八
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
市
域
が
二
倍
に
拡
張
、

人
口
は
一
四
四
万
人
に
増
え
た
。
朝
鮮

戦
争
に
よ
る
破
壊
で
一
時
人
口
の
増
勢

は
足
踏
み
を
み
せ
た
が
、
一
九
五
三
年

の
休
戦
後
の
低
米
価
政
策
に
よ
る
農
村

経
済
の
荒
廃
に
よ
り
一
九
五
〇
年
代
後

半
か
ら
地
方
住
民
の
ソ
ウ
ル
流
入
が
激

し
く
な
っ
た
。
学
生
革
命
が
勃
発
し
た

一
九
六
〇
年
に
は
ソ
ウ
ル
の
人
口
は
二

四
五
万
人
に
達
し
、
さ
ら
に
増
え
る
勢

い
を
み
せ
て
い
た
。
流
入
す
る
人
々
は

主
と
し
て
ソ
ウ
ル
旧
市
街
の
あ
る
江
北

を
目
指
し
た
。
狭
い
市
内
に
は
人
が
あ

ふ
れ
、
市
街
地
に
隣
接
す
る
山
腹
に
多

数
の
バ
ラ
ッ
ク
住
居
（
パ
ン
ジ
ャ
チ

プ
）
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
新
興
集
落
は
上
下
水
道
・
電
気

な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
行
き

届
か
ず
、
衛
生
状
態
の
悪
い
ス
ラ
ム
の

様
相
を
呈
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

●
狭
隘
な
市
内
か
ら
の
脱
出
と
江

南
の
本
格
的
開
発

　

一
九
六
〇
年
代
の
ソ
ウ
ル
は
住
宅
問

題
が
深
刻
さ
を
増
し
た
ほ
か
、
企
業
、

学
校
、
公
共
機
関
な
ど
の
手
狭
さ
も
問

題
と
な
っ
た
。
江
北
で
の
市
街
拡
大
の

努
力
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
徐
々

に
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
爆
発
的
に
増

え
る
土
地
需
要
に
見
合
う
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
爆
発
的
な

膨
張
を
み
せ
て
い
た
首
都
ソ
ウ
ル
の
土

地
問
題
の
解
決
を
図
る
切
り
札
と
さ
れ

た
の
が
現
在
の
江
南
三
区
（
江
南
、
瑞

草
、
松
坡
）⑴
一
帯
の
開
発
で
あ
っ
た
。

　

江
南
三
区
の
本
格
的
な
開
発
に
先
立

ち
、
一
九
六
三
年
に
広
州
郡
、
始
興
郡

の
一
部
を
編
入
す
る
市
域
の
拡
大
が
実

施
さ
れ
、
市
域
は
二
・
二
倍
に
拡
が
っ

た
。
こ
の
時
、
現
在
の
江
南
三
区
に
当

た
る
地
域
は
広
州
郡
か
ら
ソ
ウ
ル
特
別

市
城
東
区
に
編
入
さ
れ
た
。
一
九
七
五

年
に
は
城
東
区
の
漢
江
以
南
部
分
が
江

南
区
と
し
て
分
離
さ
れ
、
七
九
年
に
は

図１　ソウル区分地図

（出所）　筆者作成。
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江
南
区
か
ら
江
東
区
を
分
離
、
八
八
年

に
は
江
南
区
か
ら
瑞
草
区
が
、
江
東
区

か
ら
松
坡
区
が
そ
れ
ぞ
れ
分
区
し
て
現

在
に
至
る
。

　

ソ
ウ
ル
市
は
一
九
六
六
年
に
「
大
ソ

ウ
ル
都
市
基
本
計
画
」
を
策
定
、
四
大

門
内
の
旧
市
街
、
永
登
浦
・
汝
矣
島
と

並
ぶ
ソ
ウ
ル
三
核
の
ひ
と
つ
と
し
て
現

在
の
江
南
三
区
一
帯
を
指
定
し
た
。
こ

れ
と
前
後
し
て
同
年
一
月
に
は
漢
江
の

南
北
を
結
ぶ
新
橋
で
あ
る
第
三
漢
江
橋

（
現
在
の
漢
南
大
橋
）
が
着
工
さ
れ
、

一
九
六
七
年
一
一
月
に
は
当
時
の
朴
正

煕
大
統
領
が
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
た

京
釜
高
速
道
路
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
、

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
周
辺
の
区
画
整
理

が
加
速
し
た
。

●
住
宅
と
学
校
建
設
の
ラ
ッ
シ
ュ

　

一
九
七
一
年
に
今
の
江
南
区
論
峴
洞

に
公
務
員
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
の
を
皮

切
り
に
、
七
三
年
に
は
大
韓
住
宅
公
社

が
現
在
の
瑞
草
区
盤
浦
洞
に
三
七
〇
〇

戸
余
り
の
大
規
模
団
地
を
造
っ
た
。
七

六
年
に
は
江
南
区
狎
鴎
亭
洞
に
現
代
ア

パ
ー
ト
が
完
成
、
最
終
的
に
は
五
九
〇

〇
戸
余
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
な
る

大
団
地
が
出
現
し
た
。
同
年
に
は
盤

浦
・
狎
鴎
亭
・
清
潭
・
道
谷
洞
が
「
ア

パ
ー
ト
地
区
」
に
指
定
さ
れ
た
ほ
か
、

総
合
運
動
場
が
造
ら
れ
た
蚕
室
に
も
大

団
地
が
出
現
し
た
。

　

住
宅
建
設
の
進
行
と
と
も
に
、
機
関

移
転
も
始
ま
っ
た
。
そ
の
第
一
陣
は
学

校
で
あ
っ
た
。
区
画
整
理
の
過
程
で
市

は
学
校
用
地
を
広
く
確
保
、
安
価
に
払

い
下
げ
た
。
一
九
七
六
年
に
は
名
門
の

男
子
校
と
し
て
名
高
い
京
畿
高
が
現
在

の
江
南
区
三
成
洞
に
、
そ
の
翌
年
に
は

同
じ
く
名
門
男
子
校
の
徽
文
高
が
現
在

の
江
南
区
大
峙
洞
に
そ
れ
ぞ
れ
江
北
の

旧
市
内
よ
り
移
っ
た
。
そ
の
後
、
淑
明

女
高
、
ソ
ウ
ル
高
、
中
東
高
、
同
徳
女

高
、
京
畿
女
高
な
ど
が
相
次
い
で
江
南

に
移
転
し
て
き
た
。

　

一
九
八
四
年
に
地
下
鉄
二
号
線
が
全

通
、
三
号
線
が
八
五
年
に
旧
把
撥
・
良

才
（
今
の
瑞
草
区
）
間
が
開
通
す
る
こ

と
で
旧
市
内
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
向

上
す
る
と
、
主
要
機
関
の
江
南
移
転
が

相
次
い
だ
。
一
九
八
六
年
と
八
八
年
に

は
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
電
力
と
韓
国
貿
易
協

会
が
江
南
区
三
成
洞
に
移
転
、
八
九
年

に
は
法
院
総
合
庁
舎
が
瑞
草
区
瑞
草
洞

に
完
成
し
て
い
る
。
韓
国
貿
易
協
会
の

入
っ
た
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は
地
上
五

五
階
の
超
高
層
ビ
ル
で
、
江
南
の
新
た

な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
た
。

　

江
南
は
オ
フ
ィ
ス
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
街
と
し
て
も
発
展
し
て
い
っ
た
。
一

九
八
〇
年
代
末
以
降
は
、
地
下
鉄
二
号

線
の
三
成
・
江
南
駅
や
三
号
線
の
狎
鴎

亭
駅
な
ど
の
周
囲
に
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
商
業
施
設
の
集
積
が
始
ま
っ
た
。
一

九
八
六
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
と
八
八

年
の
ソ
ウ
ル
五
輪
は
い
ず
れ
も
松
坡
区

蚕
室
の
総
合
運
動
場
（
メ
イ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
）
で
行
わ
れ
、
江
南
は
一
躍
世
界

に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
現
在
の
ソ
ウ
ル
市
の
人

口
は
九
六
三
万
人
で
、
そ
の
約
半
数
に

あ
た
る
四
九
三
万
人
が
漢
江
以
南
に
住

む
。
そ
の
う
ち
一
五
五
万
人
が
江
南
三

区
の
住
人
と
な
っ
て
い
る

●
江
南
学
区
人
気
と
ア
パ
ー
ト
高
騰

　

一
九
七
四
年
、
受
験
戦
争
激
化
緩
和

の
一
環
と
し
て
、
韓
国
政
府
は
「
高
校

平
準
化
」
政
策
に
着
手
す
る
。
高
校
平

準
化
と
は
、
入
学
先
の
高
校
を
決
め
る

に
あ
た
っ
て
学
区
制
を
導
入
し
て
有
名

校
へ
の
志
願
集
中
を
防
ぎ
、
抽
選
を
導

入
す
る
な
ど
、
学
力
選
抜
の
要
素
を
大

幅
に
減
じ
、
高
校
間
・
学
区
間
の
格
差

を
縮
小
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
。

ソ
ウ
ル
に
お
け
る
高
校
平
準
化
は
制
度

導
入
以
後
何
回
か
の
変
遷
を
経
て
い
る

が
、
各
高
校
の
独
自
選
考
の
廃
止
と
共

通
問
題
に
よ
る
「
連
合
考
査
」
を
経
て

現
在
で
は
入
学
試
験
は
廃
止
さ
れ
、
中

学
校
で
の
成
績
が
選
考
基
準
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
で
は
全
市
が
一
一
学
群
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ソ
ウ
ル
で
の
高
校
平
準
化

は
完
全
で
は
な
か
っ
た
。
ひ
と
つ
に
は
、

平
準
化
対
象
外
の
高
校
の
台
頭
が
あ
る
。

一
九
八
七
年
順
次
拡
大
し
た
特
殊
目
的

高
（
特
目
高
）
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

こ
れ
は
科
学
、
産
業
需
要
（
マ
イ
ス

タ
ー
高
）、
芸
術
、
体
育
、
外
国
語
、

国
際
な
ど
特
殊
分
野
で
の
能
力
育
成
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
英

才
教
育
高
、
学
校
運
営
に
幅
広
い
裁
量

が
認
め
ら
れ
た
自
律
高
な
ど
も
あ
る
。

こ
れ
ら
平
準
化
対
象
外
の
高
校
出
身
者

は
ソ
ウ
ル
市
内
出
身
の
ソ
ウ
ル
大
新
入

生
の
過
半
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い

る
。

　

平
準
化
対
象
と
な
る
一
般
高
校
に
つ

い
て
も
、
課
題
は
残
っ
た
。
学
群
間
の

大
学
進
学
実
績
に
は
ば
ら
つ
き
が
残
っ

た
。
特
目
高
な
ど
の
台
頭
以
前
に
は
学

群
間
格
差
の
問
題
は
特
に
深
刻
で
あ
っ

た
。

　

江
南
で
は
、
第
八
学
群
（
江
南
、
瑞

草
区
）
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
大
き
く
上

昇
し
た
。
江
南
へ
移
転
し
た
有
名
校
の

多
く
は
第
八
学
群
に
属
し
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
同
様
に
有
名
校
の
移
転
先
と

な
っ
た
松
坡
区
で
も
学
群
人
気
が
起
き

た
。
前
記
の
よ
う
な
一
九
七
〇
年
代
以

降
一
連
の
高
校
の
江
南
移
転
は
、
学
校

の
建
設
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
江
南
に

学
校
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
江
北
の
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有
力
学
群
か
ら
有
名
校
を
引
き
離
し
、

学
群
間
の
平
準
化
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
学
群
間
平
準
化
の
目
論

見
は
外
れ
、
京
畿
高
な
ど
有
名
校
の
移

転
先
で
あ
る
江
南
の
第
八
学
群
へ
人
気

が
移
る
結
果
と
な
っ
た
の
は
何
と
も
皮

肉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

江
南
は
ア
パ
ー
ト
価
格
が
高
い
こ
と

で
韓
国
で
は
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
盧

武
鉉
政
権
末
期
、
二
〇
〇
五
～
〇
七
年

に
か
け
て
の
不
動
産
ブ
ー
ム
の
際
に
は
、

江
南
所
在
の
専
有
面
積
一
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
程
度
の
中
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が

一
〇
億
ウ
ォ
ン
（
約
一
億
円
）
以
上
で

取
引
さ
れ
る
例
が
頻
出
し
た
。
江
南
の

ア
パ
ー
ト
価
格
が
高
い
理
由
と
し
て
、

上
述
の
第
八
学
群
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
プ
レ
ミ

ア
ム
と
は
、
有
体
に
い
え
ば
韓
国
の
最

高
学
府
で
あ
る
ソ
ウ
ル
大
学
へ
の
進
学

実
績
の
高
さ
で
あ
る
。
江
南
、
瑞
草
両

区
の
ア
パ
ー
ト
を
買
う
こ
と
は
第
八
学

群
出
願
資
格
を
買
う
こ
と
で
あ
り
、
ソ

ウ
ル
大
へ
の
よ
り
高
い
進
学
確
率
を
手

に
す
る
こ
と
、
も
っ
と
い
え
ば
子
ど
も

の
将
来
に
お
け
る
生
活
安
定
の
た
め
の

投
資
な
の
だ
。

　

果
し
て
、
ソ
ウ
ル
大
学
へ
の
進
学
確

率
の
高
さ
が
不
動
産
価
格
を
押
し
上
げ

る
の
か
？　

キ
ム
セ
ジ
ク
は
、
二
〇
一

四
年
度
の
ソ
ウ
ル

行
政
区
別
の
ソ
ウ

ル
大
合
格
確
率
と

ア
パ
ー
ト
価
格
に

強
い
正
の
相
関
が

あ
る
こ
と
（
決
定

係
数
〇
・
七
六
）

を
示
し
た
（
参
考

文
献
②
）。
ア

パ
ー
ト
単
価
を
親

の
経
済
力
の
代
理

変
数
と
み
な
し
、

家
計
が
豊
か
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
子

弟
を
ソ
ウ
ル
大
に

送
り
や
す
い
傾
向

が
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

●
今
も
残
る
進
学
実
績
と
ア
パ
ー

ト
価
格
の
相
関
関
係

　

キ
ム
セ
ジ
ク
の
研
究
は
ソ
ウ
ル
大
合

格
確
率
と
い
う
重
要
変
数
の
定
義
が
不

明
確
で
隔
靴
掻
痒
の
感
が
強
い
。
そ
こ

で
筆
者
が
最
新
の
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て

ソ
ウ
ル
行
政
区
別
の
ソ
ウ
ル
大
進
学
確

率
と
ア
パ
ー
ト
単
価
の
関
係
を
調
べ
た
。

　

ソ
ウ
ル
大
進
学
確
率
は
、
二
〇
一
五

年
度
の
ソ
ウ
ル
市
内
の
高
校
出
身
者
の

入
学
登
録
デ
ー
タ
（
教
育
専
門
メ
デ
ィ

ア
の
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
α
提
供
、
元

デ
ー
タ
は
与
党
議
員
か
ら
入
手
）
を
基

礎
と
し
、
高
校
の
所
在
地
を
行
政
区
別

実
績
算
定
の
基
準
と
し
た
。
卒
業
者
数

は
二
〇
一
四
年
実
績
を
使
っ
た
。
各
区

の
ア
パ
ー
ト
価
格
は
、
三
月
六
日
現
在

の
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
平
均
単
価

（
不
動
産
専
門
ポ
ー
タ
ル
の
不
動
産
１

１
４
の
提
供
）
を
用
い
た
。

　

ソ
ウ
ル
市
内
の
高
校
出
身
の
ソ
ウ
ル

大
入
学
者
一
三
〇
六
人
の
う
ち
、
居
住

地
を
基
準
に
入
学
先
を
振
り
分
け
ら
れ

る
一
般
高
の
出
身
者
五
九
九
人
に
関
す

る
分
析
結
果
を
図
２
に
示
す
。

　

散
布
図
上
の
点
は
右
肩
上
が
り
を
呈

し
、
ア
パ
ー
ト
価
格
と
ソ
ウ
ル
大
進
学

実
績
と
の
間
に
強
い
相
関
が
認
め
ら
れ

る
（
相
関
係
数
＝
〇
・
六
九
）。
と
く

に
、
江
南
三
区
に
つ
い
て
は
図
の
右
上

方
に
位
置
し
、
他
の
区
と
は
際
立
っ
た

対
照
を
み
せ
る
。
ア
パ
ー
ト
価
格
が
高

価
で
あ
る
と
同
時
に
、
ソ
ウ
ル
大
進
学

確
率
も
高
い
。
経
済
的
に
豊
か
な
親
が

子
ど
も
を
ソ
ウ
ル
大
に
送
る
傾
向
が
強

い
と
い
う
キ
ム
セ
ジ
ク
の
推
論
に
首
肯

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
平
準
化
対

象
の
一
般
高
を
対
象
と
し
た
分
析
で
あ

り
、
世せ
じ
ょ
う上

い
わ
れ
る
大
学
受
験
に
備
え

た
江
南
移
住
に
つ
い
て
も
親
た
ち
の
意

図
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
お
く
だ　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

国
内
客
員
研
究
員
・
亜
細
亜
大

学　

ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

《
注
》

⑴ 

江
南
と
は
、
広
義
に
は
ソ
ウ
ル
の
漢

江
以
南
全
体
を
指
す
が
、
狭
義
に
は

江
南
三
区
を
指
し
、
人
々
の
意
識
に

お
い
て
も
狭
義
の
江
南
を
念
頭
に
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
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図２　ソウル行政区別ソウル大進学確率とアパート価格
（平準化対象・一般高）　　　　　　　　　
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（注）�　ソウル大進学確率＝（各区一般高出身のソウル大2015年入学登録者）÷（各
区一般高の2014年卒業者）。

（出所）�　VERITASα（http://www.veritas-a.com/）、不動産114（http://www.r114.com/）
所載のデータにより筆者作成。


